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研究成果の概要（和文）：指導医の外来診療のジョブレビューおよび参与観察で収録した患者

‐医師間の相互作用を語用論の方法で分析した．社会言語学調査の分析結果も加えて，医療コ

ミュニケーションの適切化に効果的な親近方略（positive politeness strategy）16と不可侵

方略（negative politeness strategy）7を抽出した． 

ポライトネス・ストラテジーの習得を目的とするこの教育プログラムは，医療コミュニケー

ションの適切化，および，患者満足度を高めるコミュニケーション・スキルの向上に総じて有

効である。 

 

研究成果の概要（英文）： This research aims to derive clinical politeness strategies which 

contribute to appropriate communication between patients and physicians, based on the 

clinicians’ job review and analysis of data targeted both for patients and clinicians, 

and offer these strategies to clinical fields and clinical education. 

  This educational program for learning politeness strategy is useful for achieving 

appropriate clinical communication and for improving communication skills to enhance 

patients’ satisfaction. 
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１．研究開始当初の背景 

医療コミュニケーション研究は，米国の

医学教育で1970年代から，医師のコミュニ

ケーション・スキル習得を目的に先進的に

行われてきた。日本では1990年代中頃から，

患者参加型医療における患者・家族と医療
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者のコミュニケーションの重要性が指摘さ

れるようになり，欧米の先進的研究を取り

入れて医学教育の分野で始まった。医療コ

ミュニケーション教育は，医学部では2000

年頃から始まり，客観的臨床能力試験

（OSCE）による評価も2005年から実施され

ている。看護学部や薬学部などでも医学部

と同様の動きがある。 

新しい患者参加型医療の医療コミュニケ

ーションでは，旧来の問診と違って，患者・

家族と医療者が情報を共有し，合意を形成

して最善の医療を選択すること，また，医

療チームとしての協力関係やラポール（共

感を伴う心の交流）に基づく信頼関係を築

くことが重視される。しかし，これまでの

医療コミュニケーション研究では，それら

の課題達成に効果がある具体的なコミュニ

ケーション・スキルの解明にまでは至って

いない。特に，医療コミュニケーション適

切化に貢献するポライトネス・ストラテジ

ーについては，本研究の代表者・分担者ら

が平成17年度から日本学術振興会科学研究

費補助金を得て進めてきた研究が国内外で

唯一のものである。 

本研究は，社会言語学と医学教育学の学

際的な連携によって医療コミュニケーショ

ン研究の深化を図るものである。社会言語

学分野のコミュニケーション研究，ポライ

トネス研究，談話研究の方法や成果を活用

したブレークスルーによって，医療コミュ

ニケーション研究の新展開を図り，研究成

果を医学教育や医療の現場に提供する。 

 
２．研究の目的 

本研究は，ポライトネス理論の応用による

医療コミュニケーション適切化の具体策を，

社会言語学的調査研究に基づいて検討する

ことを目的とする。 

内科・外科・総合診療科など各診療科の熟

達した専門医の実際の診療場面をビデオ撮

影し，患者からは患者満足度の評価表，専門

医からは自己評価表を提出してもらう。また，

別の医師および言語研究者が診療ビデオの

談話分析に基づくポライトネス・ストラテジ

ー（調和のとれた人間関係を築き維持するた

めに行う，相手に配慮した言語行動）の評価

を行う。これらの評価結果に基づいて，医療

コミュニケーション適切化に有効なポライ

トネス・ストラテジーを，言語行動や非言語

行動の側面に限らず，パラ言語情報が関与す

る側面についても明らかにする。 

また，癌医療や終末期医療などコミュニケ

ーションに配慮と工夫が求められる医療に

ついては，診療場面の談話分析と患者医師双

方へのフォローアップ・インタビューによっ

て，患者・家族の不安や心配を軽減し，信頼

関係・協力関係を築くのに有効なポライトネ

ス・ストラテジーを明らかにする。 

さらに，多様な患者医師双方を対象にした

意識調査を実施し，どのポライトネス・スト

ラテジーが，患者の症状や心理面の個性，置

かれた状況に対応して，どのように有効であ

るかを検証する。 

研究成果を診療に適用できる実践例で示

した資料を，医学教育および医療の現場に提

供する。 

 
３．研究の方法 

(1) 専門医の診療場面のビデオ収録，談話分

析，患者満足度・ポライトネス・ストラ

テジー評価 

①本研究の研究協力者である次の専門医

（6名，4医療施設）の診療場面を，承諾

が得られた患者についてのみデジタルビ

デオカメラで収録する。映像・音声のデ

ジタル・データは談話分析用に編集する。 

早野 恵子（済生会熊本病院・総合診療

科） 

三浦 純一（公立岩瀬病院・外科）， 

矢吹 清人（矢吹クリニック・外科） 

徳田 安春（聖路加国際病院・内科）  

西﨑 祐史（聖路加国際病院・内科） 

竹井 淳子（聖路加国際病院・外科） 

②患者評価表は，ビデオ撮影を承諾した患

者に記入を依頼する。 

③承諾が得られた患者の診療場面について，

専門医に自己評価表の記入を依頼する。 

④談話分析に基づいてポライトネス・スト

ラテジーを評価する。分析に用いる映像・

音声データは，研究グループ全員（10名）

分のポータブル HDDに収納して共有する。  
 
４．研究成果 

患者‐医療者間コミュニケーションの適
切化は，患者・家族と医療者が医療情報を共
有し，合意を形成して最善の医療を選択する
患者参加型の意思決定を行うことや，ラポー
ルに基づく信頼関係，闘病の同志と言える協
力関係を築くための前提条件である． 



この研究は，医師の診療のジョブレビュー，
および，患者と医師の双方を対象にした各種
調査の分析結果に基づいて，患者‐医療者間
コミュニケーションの適切化に貢献する医
療ポライトネス・ストラテジーを抽出し，医
療現場および医学教育に提供することを目
的とする． 
(1)先ず，Brown & Levinson があげている 15
の positive politeness strategy および 10
の negative politeness strategy を医療コ
ミュニケーション適切化の工夫にどう応用
できるか，7 人の指導医のこれまでの診療経
験に基づいて検討した．指導医の外来診療の
ジョブレビューおよび参与観察で収録した
患者‐医師間の相互作用を語用論の方法で
分析した．社会言語学調査の分析結果も加え
て，医療コミュニケーションの適切化に効果
的 な 親 近 方 略 （ positive politeness 
strategy ） 16 と 不可 侵方 略 （ negative 
politeness strategy）7を抽出した．  
(2)敬称「さま」や多重謙譲などの過剰な敬
語を，患者は，慇懃無礼で，医師から心理的
距離を置かれると感じている．ラポールに基
づく協力関係の構築には逆効果と，患者医師
双方が意識している．  
患者は医師に敬称「さん」や簡素な敬語の使
用を期待している．それらには，敬意を表す
と同時に，適度に心理的距離を縮める，ポジ
ティブ／ネガティブ両面のポライトネス効
果があるからである． 
(3)医師が，患者の方言を理解し，同じ方言
を使うことは，親近感を生み，心理的距離を
縮めるポジティブ・ポライトネス効果があり，
患者をリラックスさせ，患者からの医療情報
の収集を円滑にする． 
(4)称賛する，楽観的に言うなどのポジティ
ブ・ポライトネス・ストラテジーは，患者の
状況やその時のフェイス（親近欲求か不可侵
欲求か）により成否は分かれるが，成功すれ
ば行動変容をもたらす． 
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